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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　８月　１日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　藤田　タイ子　　　記録者　月舘　幸子

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	出張
	公休
	○
	CD留守
	年休
	公休
	　○
	○
	○
	○
	深夜

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	準夜
	公休
	公休
	年休
	年休
	公休
	○
	CD留守
	深夜
	準夜

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	Ａ留守
	準夜
	深夜
	○
	業務
	欠勤
	公休
	公休
	年休
	業務
	CD留守
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 5月分のカルテを2日の深夜で外しますので担当スタッフはチェックを済ませておいてください。

＜患者様連絡事項＞

· 内城　由蔵様～明日よりエンシュアリキット2本（7日分）臨時処方されます。

　　　　　　　　食事の摂取量に注意して行きましょう。過去に嚥下性の肺炎があり嚥下状態も観察するようにとの主治医からの指示もあります。

· 鈴木　サダ様～義歯のバネが取れ、歯科受診希望しており御家族に連絡中です。

· 荒屋敷　チエ様～本日より臨時薬の精神神経用剤（トレドミン）が中止となり別の精　　

神神経用剤（ノーマルン25ｍｇ）が5日分処方されています。

うつ状態の変化・所在、言動に注意してみていきましょう。　　

＜ケア検討…入浴＞

· 横田　ケイ子様～本日、入浴時に衣服の着脱行為を繰り返している。スタッフより入　　

浴の必要性を説明すると納得し入浴されている。

　　　　　　　　→そのつど入浴の必要性について本人にわかりやすく伝えていく。

· 中川原　きよ様～気分変動があり入浴を拒否する時と機嫌よく応じるときがある。（拒　　

否的なときはスタッフを叩いたり蹴ったりする。）

　　　　　　　→拒否的傾向があるときはスタッフを変えたり、時間を置き様子をみたり

　　　　　　　　スタッフの人数を増やすなど工夫して行く。

· 櫛桁　武男様～過去に入浴時、暴力的となる。現在は、以前ほどでは無いが拒否され　　

る事もあり。

　　　　　　　→本人の状態を観察し、本人に合わせながら注意して介助して行く。

· 丸屋　庄司様～気分変動あり、入浴の促しにも億劫そうに断り、時に易怒的となるこ　

とあり。

　　　　　　　→本人の状態を見て促し、清潔保持して行く。

＜注目患者様検討＞

· 横田　ケイ子様～観葉植物や私物いじり、入浴時の衣服の着脱行為の繰り返し、やや　　

暖かめのお湯を出しタオルや手を洗うなど行動に落着きない。

　　　　　　　→長い言葉のやり取りは理解できない為、本人にわかり易い言葉で伝えて行く。又、本人の所在確認・観察をし必要時介入して行く。

· 玉井　クニ子様～今朝、玉井様がホールで転倒し口腔及び鼻からの出血を確認する。　　　　　

　　　　　（経過）6：10～本人より「起きる。」との訴えあり起床介助しホールで過す。

　　　　　　　　　　　　　スタッフが他患者様の起床介助をし、再度ホールに戻り椅子

　　　　　　　　　　　　　の腋で仰向けに転倒している玉井様を発見する。本人の反応

　　　　　　　　　　　　　は良好だが鼻腔・口腔内の微出血あり。止血しており経過観察としている。

　　　　　（原因）スタッフが共に起床介助をしており十分な患者様の見守り・観察がで

　　　　　　　　　きていなかった。

　　　　　（対策）見守りスタッフが少ない時間帯の起床介助の工夫をして行く。

　　　　　　→以上の事も注意してみていきましょう。

· 荒屋敷　チエ様～今朝、「起きれない。歩けない。」と訴えズボンをはけない状態とな　　

る。朝食はＢホールで半分摂取している。昼食はレストランまで壁に

つたうように自力で移動するが「何をとればいいのかわからない。」

「明るいと見えない。」と話されスタッフが席まで移動を見守り配膳

している。昼食は5分の1摂取する。スタッフより主治医に報告し

主治医診察。「何もできない。」「何もしたくない。」と訴え臨時薬の精神神経用剤が変更となる。

　　　　　　　　→うつ状態、本人のＡＤＬの変化や訴えに注意してみていきましょう。

　　　　　　　　　プライドの高い反面、スタッフの介助を求めている部分もある為、言葉使いにも気をつけて行きましょう。

　　　　　　　　　

＜転倒・転落評価＞

· 畑内　マツ様～先日、深夜帯に転倒し左眼周囲の皮下出血がみられている。本人は　　

「転んだ。」「ベットから落ちた。」と訴えを変えている。又、最近は日中、ベットに臥床する事が見られていた。昨日、ベットの位置を見守りやすいように交換している。

　　　　　　　→本人の所在を確認して常に見守るようにして行く。歩行状態の変化・ＡＤＬに注意して行く。

　　　　　　

　

　　　　　　　　　







